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Introduction

・サッカーの試合中のパフォーマンス発揮は様々な要因の影響を受ける

(Bangsbo, 2011)
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Introduction

・2020年のルール改正後以降、5名の交代が認められるようになった。

©JFA
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Introduction

・交代選手がパフォーマンス発揮に影響を与える可能性

交代選手の増加が試合中のパフォーマンス発揮に
影響を与えるか検討した例は少ない。

(Bradley, 2014)
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Purpose

2018年から2021年までのJリーグ1部（J1）の試合を対象として

ゲーム中のパフォーマンス発揮および交代選手数について検討を行う
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Methods

対象期間 ： 2018年シーズンから2021年シーズンの4シーズン

対象試合数： J1 計1297試合

測定項目 : 総移動距離、ランニング域（14km/h以上21km/h未満）移動距離

ハイスピード域（21km/h以上24km/h未満）移動距離

スプリント域（24km/h以上）移動距離、試合中の選手交代数
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2018 2019 2020 2021

述べ交代人数 1760 1774 2649 3381 

1チーム1試合交代人数 2.9 2.9 4.3* 4.4*

最初の交代の平均時間
（分）

53.0 53.1 49.0* 48.9*

最後の交代の平均時間
（分）

87.3 87.6 87.4 87.0 

Results

* ;  p < 0.05 vs 2018, 2019.

実験期間における交代に関係する統計量



| | July 21, 2022

Results
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ハイスピード域（21km/h以上24km/h未満）
での走行距離
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Results
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・総移動距離

・ジョグ域（2-13.99km/h）

・ハイスピード域（21km/h – 23.99km/h）

・ランニング（14km/h – 20.99km/h未満）

・交代数

・最初の交代時間

July 21, 2022

Discussion

先行研究 本研究

データ分析数の際・調査の期間による差異

(Souza, 2021)
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Limitations

・選手個別での検討

・気象条件の考慮

・試合間隔を考慮
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Take home message

監督・コーチ

・ゲームプランニングの多用化

・リアルタイムデータの活用

・怪我のリスク管理

交代枠の効果的な活用

選手

“個“の役割が多様化

・アグッレシブなプレーが可能

・フィットネスの強化

・個のプレースタイルに特化

データを蓄積、そしてそれを経時的に観察することで・・・・
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Summary

交代枠増加前後の4シーズンにおけるJ1リーグの

ゲームパフォーマンスおよび交代選手に関するデータを解析した結果、

交代選手数の増加は試合中のパフォーマンス発揮に影響を与える

可能性が示唆された。

データを経時的に観察することは、パフォーマンス発揮の

変化やそれに基づいた戦術・戦略の多様性、および選手育成の多様化

を後押しすることに役立つ可能性も考えられた。


